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実践上の留意点 

１．授業説明 

本単元では，試合において一本を取るために必要な要素を理解させること。また，一本を取るために必要な

正しい竹刀操作や足さばきなどの基本動作を身に付けることを目標とし，竹刀のみでできる剣道授業を実践

した。 

第一次では，剣道における礼法作法，構え，足さばき，を重点的に行い，基本動作の技能の習得を図り，剣

道特有の動作を理解させた。第二次では，その場での竹刀打ちや竹刀を打突する面打ちを行い，気剣体一

致や残心など有効打突の条件などを理解させて面打ちの練習を行った。そして，一本を取るための要素で

ある「刃筋正しく」に着目して本格的に素振りの練習を行った。 

素振りではジグソー法を用いて授業を展開した。手順としては，まず，クラスごとに正面素振り，左右面素振

り，跳躍素振りの３種類に分けて課題を設定する。次にそれぞれ設定された素振りのやり方やポイントをワー

クシートにまとめて理解させ，各グループで練習を行い技能の習得に励む。そして，練習した素振りを他のグ

ループに発表し，素振りのやり方や刃筋正しく振るためのポイントを伝えて一緒に練習をする方法で行った。 

留意点としては，各グループでの練習の際に，生徒が素振りのポイントを理解して，正しいやり方で素振り

の練習ができているかを教師側が確認する必要がある。また，左右面素振りや跳躍素振りの習得が難しく，

自分ができていないのに発表や他のグループへ指導することに対して後ろめたさを感じている生徒も見られ

たため，何ができるようになればいいのか明確にすることが大切である。 

 

 

２．研究協議より 

・一本を取るためには基本動作の習得が必要と生徒に気づかせるために，第一次では，どのような取り組み

をしたか。 

→基本動作ができていないと一本になる打突はできないことを最初の授業の中で伝え，足さばきなどの剣道

特有の動きに慣れさせた。また，最終的なまとめのところで，今まで意識しながら練習してきた足さばきや刃

筋正しく打突することは，有効打突の条件にも示されていることを伝えた。 

・ジグソー法によって生徒の知識の定着が見られたのは，宣言的な知識かそれとも手続き的な知識か。 

→グループで意見交換をしながらワークシートにまとめたり，発表したりすることで宣言的な知識の定着が見

られた。しかし，手続き的な知識の定着は，生徒の技能面を見たところあまり感じ取ることができなかった。生

徒が宣言的な知識を活用して剣道ならではの用語を用いて，どのように他の生徒に伝えているかを見て取る

ことができればいいのではないかとの助言も頂いた。 

・剣道の面白さには，相手との攻防もあげられるが，今回の単元を通して，剣道の楽しさに触れる場面をどの

ように設けたか。 

→アンケートから竹刀を振ること打つことを楽しいと感じている生徒が多かったため，その場での竹刀打ちや

面打ちで楽しさに触れる場面を設定した。 

協議会にて頂いた助言。 

・ジグソー法を活用するにあたって，剣道の土台となるものを教師側が示し，発展的な部分でジグソー法を活

用すると生徒が基本と発展の繋がりなどに気づける場面が増えるのではないか。また，個々で学んだことや

生徒の気づきを全体で共有できるような仕掛けをする。 

・内観と外観のずれを修正するために ICT を活用する。 

・何を目標にして何を学ばせるためにジグソー法を活用するかを明確にして，その日の学びはこれからの剣

道授業においての何に繋がるのかを生徒に示す。 
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高高等等学学校校 保保健健体体育育科科（（保保健健）） 学学習習指指導導案案

指導者 刀根 隆広

日日 時時 令和 4年 11 月 26 日（土） 第 2 限 10:35〜11:25  
場場 所所 第 3 研修室 
学学年年・・組組 高等学校Ⅰ年 5 組 40 人 
題題 材材 疾病・傷害予防と緊急時対応計画（Emergency Action Plan 以下，EAP）を考える  
目目 標標 1. 疾病・傷害に関する基礎知識を理解することができる。（知識及び技能）

2. 疾病・傷害に関する基礎知識や活動の実態をもとに，課題を発見し，解決に向け

て EAP を考えることができる。（思考力，判断力，表現力等）

3. EAP 作成に関する多様な他者の意見を尊重し，受け入れることができる。（学びに

向かう力，人間性）

指指導導計計画画（全 6 時間） 
 第一次 安全管理と緊急時対応計画について理解する 1 時間 
第二次 学校で行う体育的活動を各グループで選択し，その EAP を作成する 2 時間 
第三次 教科書「心肺蘇生法」に関する学習について実習を行う 1 時間 
第四次 第三次の授業を踏まえ，EAP を修正しディスカッションする 2 時間（本時 2/2） 

授授業業ににつついいてて

本単元では，保健体育教科書の「運動やスポーツでの危険予知と安全確保」における「運動・

スポーツでのけがや事故の予防」や「心肺蘇生法」など応急手当の内容を発展させ，学校内で行

う体育的活動を想定した EAP の作成に向けた授業を展開してきた。第一次では，安全管理の必要

性について学び，第二次では，それをもとに調べ学習を行いながら EAP を作成した。第三次では，

教科書の内容「心肺蘇生法」について実習を行うことで，理論と実践を結びつけて考え，これま

でに作成した EAP の内容を「見直す」きっかけにすることをねらいとした。第四次では，「まと

める」段階として，EAP をグループワーク内で完成させ，本時でディスカッションをしながらそ

の内容をさらに深める時間にしたい。 
また，第一次の授業の中で生徒に対し，「あなたは，目の前で自分にとって一番大切な人が倒れ

た時，自信を持ってその人の命を救いに行くことができますか？」といった投げかけをしている。

単元を通して命の大切さについて考えると同時に，それを守り抜く理論を学びながら，実践を想

定することで，より深い学びへとつながるような授業を展開してきた。

本時では，そのまとめとして生徒によるディスカッションを行う。今回，生徒が立案した EAP
は，実践的かつ具体的な計画となる。他者の意見を尊重しながら，より良い EAP の立案に向けた

前向きなディスカッションをすることが誰かの命を守ることにつながることも理解させたい。

題題 目目 安全・安心な体育的活動の実施に向けた実践的学びと探究 
 

本本時時のの目目標標 
1. 各グループで作成した EAP について，他者の意見を尊重しながらそれに対する意見を考え，

わかりやすくまとめて他者に伝えることができる。（思考力，判断力，表現力等）

2. 他者の意見を積極的に聞き，自分の考えを広げることができる。（学びに向かう力，人間性） 
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本本時時のの評評価価規規準準（観点／方法） 
1. 各グループで作成した EAP について，他者の意見を尊重しながらそれに対する意見を考え，

わかりやすくまとめて他者に伝えようとしている。（思考・判断・表現 質疑応答）

2. 他者の意見を積極的に聞き，自分の考えを広げようとしている。（主体的に学習に取り組む

態度 振り返りシート）

 

本本時時のの学学習習指指導導過過程程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

【導入】 

本時の説明 

 

○質疑応答シートと振り返りシート

について説明する 

 

 

【展開】 ○各グループのEAPを参照しなが
ら所属するグループ内で質問を

検討する（15分） 

 

○全体での質疑応答 

（5グループ×5分） 

 

・各グループで，前時までに想定す

る体育的活動を決めて調べ学習を

行い，EAPを作成する 

【まとめ】 ○ディスカッションのまとめ 

 

○振り返りシートの記入 

 

・EAP は立案して終わりではなく，運
用してこそ意味があることに触れる 

 

備考 

各グループの EAP は当日までに配布し，資料を手元で参照しながらディスカッションができるようにす
る。 

 

疑問をもつ 

まとめる 

話しあう 

高高等等学学校校 保保健健体体育育科科（（保保健健）） 学学習習指指導導案案
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実践上の留意点

． 授業説明

本校は，生徒主体で学校行事や部活動が運営されている。生徒主体の活動は，「主体的な

学び」につながることが考えられる一方で，リスク認知が十分に行われず，その管理が十分

でなくなってしまうことが懸念される。例えば，ハインリッヒの法則では「1 件の重大事故

の裏には 29 件の軽微な事故と 300 件のヒヤリ・ハットが起きている。」といったことが言

われているが，本校の体育祭に関連した保健室の来室件数は 85 件であった。これは，軽微

な事故が 85 件起きているとも考えることができ，いつ重大事故が起きてもおかしくない状

況とも考えることができる。また，学校での活動においては，安全配慮義務が規定されてい

ることを踏まえると，教員が率先して安全管理を行うか，教員の指導のもと生徒が主体的・

計画的に安全管理を行う必要がある。生徒が主体的に行動できる本校の特色を踏まえると，

後者の方が実態に即しているだけでなく，主体的・計画的な安全管理を行なっていくことで

探究的な学びにつながるのではないかと考えた。そこで本単元では，体育的活動時における

緊急時対応計画を立案することで，生徒が安全管理について学ぶとともに，本校における課

題解決の一助になることを目的とし，本単元を設定した。 

さらに本単元では，教科主題のキーワードでもある「学びの循環」や「理論と実践の架け

橋」を踏まえて構成を行った。第一次では，本単元で扱う安全管理や緊急時対応計画につい

て理解することができた。第二次では，基本的な知識を踏まえて調べ学習を行い，それをも

とに資料を作成した。従来の調べ学習であればここまでで完結しがちであるが，本単元では，

第三次に計画をもとにした実習を行い，第四次でその実習を踏まえた資料の修正を行うこ

とで「理論と実践の循環」を実現した。一方，本研究大会で対象としたクラスと別のクラス

では，実習を資料完成までに行わなかった代わりに調べ学習・資料作成の時間を一時間増や

して単元を構成した。この二クラスを比較してみると，実習を行ったクラスの方が資料や議

論がより充実していた。このことから，実践をしていくにあたっては，保健であっても実習

が重要な位置付けとなると考えられる。さらに，それを机上の理論と循環させることによっ

て，より大きな学習効果が期待できる。

． 研究協議より

研究協議では，本授業の議論の仕方について協議がなされた。本授業は，口頭での議論が

なされたが， やポストイットなどの方法で議論を行うことの提案もあり，対象の生徒の

実態や目的に応じて使い分けることが必要である。

また，今回作成した緊急時対応計画を最終的にはどのようにしていくのかについても協

議がなされた。本単元では，実習は行うものの，計画を実用化させていくことはできなかっ

た。しかし，実際に学校生活で運用し，修正を重ねていくことで，その計画をより有用なも

のにしていくことができるだけでなく，生徒の創作物が学校の安全に寄与することが何よ

りの経験となるのではないかと考えられた。
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広島⼤学附属⾼等学校 体育祭 緊急時対応マニュアル
【緊急時連絡先】
  学内

各部署及び関係者 連絡先 内線番号 備考

保健室 082-251-9870 体育祭なので養護教諭が保健室にいない可能性あり

【【救救急急ババッッググ内内容容詳詳細細】】
物品名(個数）

器材名

製氷機

処置内容

情報館 2分

最寄りの場所 所要時間（小走り） 備考

プレハブ 2分

3分

保健室 3分

【【救救急急資資器器材材設設置置場場所所】】

AED

担架

車椅子 保健室

真田整形外科リハビリ科
整形外科

リハビリ科
082-256-0077

9時～12時30分、14時～18時30分

※土曜日は17時30分まで

総合 082-254-1818
8時30分～17時15分

※休診：土曜日・日曜日・祝日・年末年始
県立広島病院

    学学外外

082-251-1025
9時～12時45分　15時～18時

※休診：木曜日午後・土曜日午後・日曜日・祝日

各部署及び関係者 診療科 連絡先 備考

真田病院 総合

実践上の留意点

． 授業説明

本校は，生徒主体で学校行事や部活動が運営されている。生徒主体の活動は，「主体的な

学び」につながることが考えられる一方で，リスク認知が十分に行われず，その管理が十分

でなくなってしまうことが懸念される。例えば，ハインリッヒの法則では「1 件の重大事故

の裏には 29 件の軽微な事故と 300 件のヒヤリ・ハットが起きている。」といったことが言

われているが，本校の体育祭に関連した保健室の来室件数は 85 件であった。これは，軽微

な事故が 85 件起きているとも考えることができ，いつ重大事故が起きてもおかしくない状

況とも考えることができる。また，学校での活動においては，安全配慮義務が規定されてい

ることを踏まえると，教員が率先して安全管理を行うか，教員の指導のもと生徒が主体的・

計画的に安全管理を行う必要がある。生徒が主体的に行動できる本校の特色を踏まえると，

後者の方が実態に即しているだけでなく，主体的・計画的な安全管理を行なっていくことで

探究的な学びにつながるのではないかと考えた。そこで本単元では，体育的活動時における

緊急時対応計画を立案することで，生徒が安全管理について学ぶとともに，本校における課

題解決の一助になることを目的とし，本単元を設定した。 

さらに本単元では，教科主題のキーワードでもある「学びの循環」や「理論と実践の架け

橋」を踏まえて構成を行った。第一次では，本単元で扱う安全管理や緊急時対応計画につい

て理解することができた。第二次では，基本的な知識を踏まえて調べ学習を行い，それをも

とに資料を作成した。従来の調べ学習であればここまでで完結しがちであるが，本単元では，

第三次に計画をもとにした実習を行い，第四次でその実習を踏まえた資料の修正を行うこ

とで「理論と実践の循環」を実現した。一方，本研究大会で対象としたクラスと別のクラス

では，実習を資料完成までに行わなかった代わりに調べ学習・資料作成の時間を一時間増や

して単元を構成した。この二クラスを比較してみると，実習を行ったクラスの方が資料や議

論がより充実していた。このことから，実践をしていくにあたっては，保健であっても実習

が重要な位置付けとなると考えられる。さらに，それを机上の理論と循環させることによっ

て，より大きな学習効果が期待できる。

． 研究協議より

研究協議では，本授業の議論の仕方について協議がなされた。本授業は，口頭での議論が

なされたが， やポストイットなどの方法で議論を行うことの提案もあり，対象の生徒の

実態や目的に応じて使い分けることが必要である。

また，今回作成した緊急時対応計画を最終的にはどのようにしていくのかについても協

議がなされた。本単元では，実習は行うものの，計画を実用化させていくことはできなかっ

た。しかし，実際に学校生活で運用し，修正を重ねていくことで，その計画をより有用なも

のにしていくことができるだけでなく，生徒の創作物が学校の安全に寄与することが何よ

りの経験となるのではないかと考えられた。
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【緊急時搬送経路】

【器材設置場所】

…AED …担担架架 …製製氷氷機機…ベベンンチチ担担架架
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【フローチャート】

事故・怪我発生

緊急性あり

119番通報 症状に応じた応急手当

応急手当

ⅰ）重度な熱中症の場合

・日陰に運んだ後にFIRE処置

ⅱ）頭頚部外傷の場合

・頭を絶対に動かさない

・嘔吐する場合は首を曲げないように注意し、体を横に

・出血があった場合はガーゼで止血

ⅲ)心停止の場合
・心臓マッサージ

・AED
・人工呼吸

ⅳ)多量な出血の場合
・直接圧迫止血法

YES         NO

症状をチェック（意識・呼吸等）

必要に応じて医療機関へ

保護者へ連絡

傷病者の情報整理

保護者へ連絡

搬送経路確認

傷病者の情報整理

救急隊へ引継ぎ

胸骨圧迫とAED

呼吸の確認

（10秒以内）

胸骨圧迫(30回)人工呼吸(2回)
を繰り返す

普段通りの呼吸がない、

呼吸の有無が判断できない

胸骨圧迫

大人は両手で胸部を約５cm沈むまで
（100~120回/分）

子供は両手でか片手胸の厚さ3分の1沈むまで

AEDの操作

AEDの操作
１、AEDのふたを開ける
２、AEDのふたから四角い袋を取り出し、袋を破いて
パッドを取り出す→2つの電極パッドをシートからは
がして装着部位(右胸と左わき腹)に貼り、体から離れ
る

３、電気ショックの指示があれば周囲の人は離れ、

ショックボタンを押す

３’、電気ショック不要なら、反応があればAEDを貼
ったまま見守る、反応がなければ胸骨圧迫

救急車 呼び方 119番通報する

場所を伝える

広島大学附属中高

南区翠1丁目１－１

その人の年齢・性別を伝える

意識や呼吸があるか伝える

（できれば）

持病があるか、かかりつけの病院

を伝える

通報者の名前、電話番号を伝える

急病か怪我か伝える

（簡潔に）
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打撲 グラウンドを整備し、転倒を防ぐ 効果的なストレッチの方法を紹介

捻挫 ⾜⾸や⼿⾸を回す等
ストレッチをする

熱中症 こまめに水分補給する テントの設置 WBGTの測定

⾻折 動きやすい服装・靴を着⽤する

擦過傷 動きやすい服装・靴を着⽤する グラウンドを整備し、転倒を防ぐ グラウンドの状態を確認する

備考
・WBGT値の測定は1時間に１度
・競技が終わるごとにグラウンド整備
・効果的なストレッチの⽅法は事前に知らせる

【疾病・障害予防】

予想される疾病・傷害 予防⽅法
⼈ 環境 組織（運営）

柔軟性を高めるストレッチ

を行う
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    学学外外

082-256-0077

各部署及び関係者 診療科 連絡先 備考

真田整形外科 整形外科

救急車 119

備考

体育準備室 1分

体育準備室 １分

【【救救急急資資器器材材設設置置場場所所】】

AED

担架

器材名

処置内容

ばんそうこう

コールドスプレー

包帯

最寄りの場所 所要時間（小走り）

【【救救急急ババッッググ内内容容詳詳細細】】
物品名(個数）

２箱

２個

５巻

広島⼤学附属⾼等学校 サッカー班 緊急時対応マニュアル
【緊急時連絡先】
  学内

各部署及び関係者 連絡先 内線番号 備考

保健室 082-251-2998

***-****-**** 部活の顧問○○先生
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【疾病・傷害予防】

予想される疾病・傷害 予防⽅法
⼈ 環境 組織（運営）

・フェアプレーを⼼掛け
る
・⾜⾸サポーター
・テーピング
・ウォーミングアップ
・クールダウン
・マッサージや⼊浴
・⽔分補給（スポーツド
リンク推奨）
・塩分補給

・直接⽇光を避ける
・天然芝
・⾵通しが良い
・⽇陰にテントを作る

・医療機器の準備
・医療関係者の配置
・搬送経路の確保
・WBGT計の準備、測定
・休憩の回数を増やす

備考
脳震盪など、予防が難しい傷害はたくさんあり、それらについての予防は考えることができなかった。

・捻挫
・⾻折
・打撲
・軽めの脳震盪
・擦り傷
・⾁離れ
・熱中症
・アキレス腱断裂
・突き指
・ジョーンズ⾻折
・靭帯損傷
・腰痛
・脱⽔
・塩分不⾜
・脱⾅
・筋⾁痛
・ヘルニア
・⾜がつる
・ジャンパー膝
・シンスプリント
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【緊急時搬送経路】

【器材設置場所】

…AED …担担架架 …製製氷氷機機…ベベンンチチ担担架架
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【フローチャート】

事故・怪我発生

緊急性

119番通報

あり

様子を見て保健室に行く

なし

動かさずに待つ 経路に従って搬送

搬送可否のチェック
できない できる

応急処置・保健室への

連絡・搬送経路確認
保護者への連絡・

救急隊引継ぎ
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事務室 082-251-9882

  学外

広島⼤学病院 082-257-5555

082-251-9870保健室

広島⼤学附属⾼校 クラスマッチ運営委員会 緊急時対応マニュアル

【緊急時連絡先】
  学内

各部署及び関係者 連絡先 内線番号 備考

その他 ⽖切り、ピンセット、ハサミ、ボールペン、粘着スプレー、ムヒ、体温計

【救急バッグ内容詳細】
処置内容 物品名(個数）

RICE処置 ビニール袋、テーピング、フレキシラップ、湿布

創傷処置 ガーゼ、包帯、絆創膏、消毒液、ゴム⼿袋

備考

約１.5分

約45秒

固定処置 三⾓⼱

保健室

プレハブ下

担架 保健室 約1.5分

器材名 最寄りの場所 所要時間（⼩⾛り）

AED

製氷機 情報館下 約2分

救急バッグ 本部テント 約30秒

やまぐち内科クリニック 内科、消化器内科 082-250-2222 9時〜12時 15時〜18時※休診︓⽔曜午後・⼟曜午後・⽇曜・祝⽇

【救急資器材設置場所】

みなみまちクリニック 整形外科、内科、外科 082-250-0155 9時〜12時30分 14時30分〜19時※休診︓⼟曜午後・⽇曜

⽥中眼科医院 8時30分〜12時 14時30分〜17時30分※休診︓⽇曜・祝⽇眼科 082-255－6622

9時〜17時
※休診︓⼟曜・⽇曜・祝祭⽇・年末年始

真⽥病院 総合、救急 082-251-1025 9時〜12時45分※休診︓⽊曜午後・⼟曜午後・祝⽇

広島市消防局南消防署
119広島市消防局南消防署

宇品出張所

県⽴広島病院 総合、救急 082-254-1818

各部署及び関係者 診療科 連絡先 備考

広島南警察署 110
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【フローチャート】

ケケガガ発発生生！！！！！！！！！！

緊緊急急性性

トトリリアアーージジ

あありり

意意識識確確認認

ななしし

応応急急手手当当AED
心心肺肺蘇蘇生生

救救急急隊隊引引継継ぎぎ

保保健健室室へへ搬搬送送

症症状状チチェェッックク

ななしし あありり

応応急急手手当当

119番番通通報報

症症状状急急変変

医医療療機機関関へへ
必必要要にに応応じじてて

治治療療完完了了

経経過過観観察察

症症状状回回復復

重重症症
軽軽症症

119番番通通報報

医医療療機機関関へへ

※※別別紙紙参参照照
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https://www.med.or.jp/99/cpr.html
参参照照：：心心肺肺蘇蘇生生法法(日本医師会より)
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【緊急時搬送経路】

【器材設置場所】

…AED …担担架架 …製製氷氷機機…ベベンンチチ担担架架
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WBGT値の公表と注意
喚起の放送

こまめな⽔分補給

準備体操や柔軟体操

準備体操
⾃分の能⼒を超えた⾏動
はしない

⽇常的な運動
準備運動
スポーツドリンクなどナ
トリウムの摂取

準備運動
事前のテーピング

サポーターをつける

全速⼒で⾛らない
ある程度は諦める

準備運動
痛みを感じたら
すぐにやめる

スライディング等、危険な運動を避
ける

WBGT計の準備
テントの設置

⽔分補給時間の確保

ルールの改正

監視員の確保

⾞いす、スポーツドリンクの準備

監視員の確保
ルールの改正

緩衝材の設置

⽯拾い
鋭利なものを置かない

こけにくいように整備する

AEDの配置

WBGTの測定
⽔分補給の喚起

スポーツドリンクの配布

テーピングの準備
テーピングを教える

⾞いす・松葉杖の準備
カルシウムの摂取を推奨する

休憩時間を⼗分に確保する
（疲れさせすぎない）

グラウンドの整備
体育館の床の滑り⽌め

氷の準備

絆創膏の準備

⾞いすの準備
ストレッチ

すぐ休ませられる場所の確保

AEDの準備
AEDの使い⽅を周知させておく

備考
全ての予防のために全員の健康チェックを徹底する
運営は全体をよく⾒渡す（すぐ気づけるように）
準備物は前⽇などにみんなで設置する

熱中症

脱⽔症状

突き指

⾻折

有痛性筋痙攣

捻挫

打撲

擦り傷、切り傷

⾁離れ

脳震盪

⼼臓発作

⽕傷

【疾病・傷害予防】

予想される疾病・傷害 予防⽅法
⼈ 環境 組織（運営）
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教務室

広島⼤学附属⾼校 剣道部 緊急時対応マニュアル
【緊急時連絡先】
  学内

各部署及び関係者 連絡先 内線番号 備考

保健室

【【救救急急ババッッググ内内容容詳詳細細】】
物品名(個数）

ビニール袋、バンテージ、フレキシラップ

滅菌ガーゼ、絆創膏、消毒液、ビニール手袋

BLS(

器材名

救急バック

処置内容

RICE処置

創傷処置

固定処置

体育館道場 10秒

最寄りの場所 所要時間（小走り） 備考

保健室前 40秒

４0秒

体育館 20秒

【【救救急急資資器器材材設設置置場場所所】】

AED

担架

製氷機 保健室

救急車 １１９

総合、緊急 082-257-5555広島大学病院

みなみまちクリニック 整形外科 082-250-0155
9:00～12:30月～金 9:00～13：00土　　14：00

～19：00月～金

    学学外外

各部署及び関係者 診療科 連絡先 備考

保護者
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【疾病・傷害予防】

予想される疾病・傷害 予防⽅法
⼈ 環境 組織（運営）

・WBGT値の公表と注意の
喚起の放送

・体調不良者がいないか確
認する

・指導者が定期的に剣道具
の整備状態を確認する

・指導者が「稽古中に発⽣
する些細な怪我や傷害の原
因と予防の状況」を知るこ
と

・練習前に⼗分なストレッ
チを⾏う

・剣道⽤具を本来の⽬的外
に使⽤しない

・ほかの部員に危険を及ぼ
す遊び・⾏為を⾏わない

・WBGT計の準備

・給⽔所の設置

・空調設備を整える

・床の⽻⽬板の点検をし、
アンカー等はテープでふさ
ぐ

・⾼温多湿時は⾵通しをよ
くして熱中症を予防し、低
温時はヒーターの使⽤また
はテープで⾜裏を保護する

・氷を⽤意しておく

・武道場に危険なものや不
要なものが置かれていない
か確認

・WBGTの測定(役割分担)

・WBGTによる運動指針の
策定と運⽤

・⽔分、塩分補給回数、休
憩時間の増加 ⽔分補給の
呼びかけ

・稽古前にコップ１〜２杯
の⽔分を、稽古の合間には
200㎖前後の⽔分を２〜３回
の補給

備考

・熱中症
・捻挫
・脳振盪
・⾻折
・打撲
・失神
・⼼停⽌
・失明

－ 103 －



【緊急時搬送経路】

【器材設置場所】

…AED …担担架架 …製製氷氷機機…ベベンンチチ担担架架

担担架架ままたたはは

車車椅椅子子でで搬搬送送

案案内内
人人①：：

ここっっ
ちちでで
すすよよ

案案内内人人②：：
曲曲ががっっててくく

だだささいい

案案内内人人③
：：保保健健室室

でですす

車車いいすす有有 オオレレンンジジ

ののややつつ
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【フローチャート】フロ チャ ト】
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082 251 3014 顧問

顧問

英語準備室　**先生

国語準備室　++先生 082 251 2975 顧問

研究部室　○○先生 082 251 9867

広⼤附属⾼校 バスケットボール 緊急時対応マニュアル
【緊急時連絡先】
  学内

各部署及び関係者 連絡先 内線番号 備考

中高保健室 082 251 9870

【【救救急急ババッッググ内内容容詳詳細細】】
物品名(個数）

テーピングテープ

コールドスプレー・氷嚢・ビニール袋

絆創膏

その他

処置内容

テーピング

RICE処置

傷の処置

班室 10秒

最寄りの場所 所要時間（小走り）

ハサミ

備考

保健室前 10秒

救急バックは練習中は体育館にある30秒

体育館 １秒

【【救救急急資資器器材材設設置置場場所所】】

AED

担架

製氷機 情報館前

器材名

救急バック

広島市消防局南消防署宇品出張所 119

眼科 082-255-6622
月曜～土曜　8:30～12:00　14:30～17:30(月火

水金)
田中眼科

県立広島病院 総合 082-254-1818
8:30～17:15 　休診日：土日祝　年末年始　予約

のない外来は8:30∼11:00

    学学外外

082-256-0077 　休日日曜日　9:00～18:30　基本受診可

各部署及び関係者 診療科 連絡先 備考

真田整形外科 整形外科
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【疾病・傷害予防】

予想される疾病・傷害 予防⽅法
⼈ 環境 組織（運営）

準備運動
テーピング
バッシュ選び     イ
ンソールを⼊れる

けがをさせない雰囲気
床が濡れていたらすぐに拭
く

フロアコンディションを整
える        けが
をさせない雰囲気づくりの
ための呼びかけ

備考

突き指
捻挫
脳震盪
筋けん損傷
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【緊急時搬送経路】

【器材設置場所】

…AED …担担架架 …製製氷氷機機…ベベンンチチ担担架架
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【【フフロローーチチャャーートト】】
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振振りり返返りりシシーートト

Ⅰ年（ ）組（ ）

１１ 自自分分のの班班以以外外のの をを自自分分のの班班とと比比べべててみみるるななどどししてて、、気気ににななっったたこことと、、疑疑問問にに思思っったた

ここととをを書書いいててみみよようう。。（（ググルルーーププワワーークク））

班 質問事項

体育祭

サッカー

クラス

マッチ

剣道

バスケット

ボール
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２２ 全全体体ででののデディィススカカッッシショョンンののメメモモ（（全全体体））

班 質問事項

体育祭

サッカー

クラス

マッチ

剣道

バスケット

ボール

３３ 全全体体ででののデディィススカカッッシショョンンをを振振りり返返っってて気気づづいいたたここととををままととめめててみみよようう（（個個人人））
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振振りり返返りりシシーートト

Ⅰ年（ ）組（ ）

１１ 自自分分のの班班以以外外のの をを自自分分のの班班とと比比べべててみみるるななどどししてて、、気気ににななっったたこことと、、疑疑問問にに思思っったた

ここととをを書書いいててみみよようう。。（（ググルルーーププワワーークク））

班 質問事項

体育祭

サッカー

クラス

マッチ

剣道

バスケット

ボール
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２２ 全全体体ででののデディィススカカッッシショョンンののメメモモ（（全全体体））

班 質問事項

体育祭

サッカー

クラス

マッチ

剣道

バスケット

ボール

３３ 全全体体ででののデディィススカカッッシショョンンをを振振りり返返っってて気気づづいいたたここととををままととめめててみみよようう（（個個人人））
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